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ネフスキーの論文「天の蛇としての虹の観念」を読む 

 

宮川 耕次（宮古郷土史研究会員） 

 

はじめに 

ニコライ・ネフスキー（１８９２-１９３７）

晩年のロシア語の論文「天の蛇としての虹の観

念」(１９３４年に発行)の別添＜資料紹介＞翻

訳文を、紹介します。1 

ネフスキー生誕１２０年記念シンポジウムが

２０１２年９月２３日、宮古で開催されました

が、その年５月、筆者はこの論文を所蔵する天

理大学図書館から取り寄せ、専門に翻訳を依頼

したものです。日本滞在におけるネフスキーの

本格的かつ重要な論文の一つであり、興味深い

ものでしたが、ロシア語のためかこれまで接す

る機会が、ほとんどなかったのです。 

ネフスキーは、２２年の夏、初の宮古訪問か

ら帰ってから大阪と東京で、この論文のテーマ

について講演を行っています。その際、基本的

な内容を日本語で披露しています。2 最終論文

の完成は３２年、論文集の発行は３４年です。 

 今回、この論文についての背景や特徴などを

述べてみたいと思います。 

 

１、 論文の要旨 

この論文については、加藤九祚の完本『天の 

蛇』3 (２０１１年)にその要旨が、次のように紹

介されています。 

  

ネフスキーはこの論文の中で、まず虹という

言葉が『倭名類聚鈔』にすでに登場している

ことをあげ、極めて古いことを指摘し、つい

でその語源について考察を加えている。彼は

宮古島で虹のことを「天の蛇（tinbau）」と呼ん

でいることに注目し、こうした観念がインド、 

マライ、中国、アメリカ・インディアンなど 

にも分布していることをあげ、また同じ宮古 

島群島のタラマ島などでは虹のことを「ヌジ」

と称していること、ついで古い民家に住みつ

いた「青大将」のことを「ヌシ」と今も呼ん

でいることを引き合いに出し、虹の語源が「天

の蛇」にあることを論証しようと試みている。 

なお、この論文の原稿は１９２２年１０月に

はすでに完成していたらしく、そのタイプ草

稿が天理図書館の「ネフスキー文庫」に入っ

ている。 

 

  ２、論文の位置 

 この論文は、ネフスキーが来日してロシアへ

帰国した１４年間と帰国後３年間の研究活動の

中で、変遷しつつ執筆されました。 

 まず、この論文が載っている『オルデンブル

ク論文集』とはどのようなものでしょうか。オ

ルデンブルク（１８６３－１９３４）は、東洋学

者・インド学者で、ソ連邦科学アカデミー東洋

学研究所の所長を務めるなどの重鎮で、ネフス

キーと西夏語などについて交流しています。論

文集の正式名称は、『オルデンブルグ学術・社会

活動５０周年記念論文集～１８８２年から１９

３２年まで』。論文の内容は、インド学や東洋学

など自身の専門に関するものなど大小４４人の

論文が収録されています。 

さらに、論文に関わる大まかなネフスキーの

活動の経緯を見てみます。 

 

  １５年  来日 東京滞在 

  １９年  北海道小樽高等商業学校赴任 
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  ２２年  大阪外国語学校赴任 

       宮古島訪問（１回目） 

論文草稿作成 

  ２６年  ２回目訪問 

  ２８年  ３回目訪問 

       「月と不死」の論文発表 

  ２９年  ロシアへ帰国 

  ３２年  論文完成 

  ３４年  論文集の発行 

 

 ネフスキーは１９年から、東京高等師範学校

に通っていた稲村賢敷から宮古方言を習ってい

ました。4また２２年に初めて宮古島を訪ねた時

から、精力的に方言の字引の作成を始めたとい

います。5方言の採集やウタ、伝説など広く体当

たりでフィールドワークをした痕跡がつかめる

ようです。虹の語源を探り、本土に帰って講演

をしたというほど、言語研究の方法論はじめ日

本、アジア、世界に視点を広げてその比較など

していたことが伺われます。 

 ここで、ネフスキーの研究分野の関心度につ

いての興味深い指摘があります。『宮古のフォー

クロア』（１９７８年ロシア語で、９８年日本語で

それぞれ発行）を編集した、ネフスキー研究家の

リジア・グロムコフスカヤは、「公刊された研究

リストから、２０代は民俗・民族学的な側面に

最も関心があったことを証明している。」と述べ

ています。さらに彼女は、「ネフスキーは３２年

に、私の興味は主として言語的な面にあります。

－そしてすぐ後に民俗学をあげている。」と指摘。

つづけて「彼の研究の方向は主として西夏言語

にあったことを忘れてはならない」と強調して

います。6 

 その一方で、３２年ネフスキーは宮古の方言

の諸問題を解決するための言語調査、および資

料送付してくれる活動拠点を作る、という出張

旅行を計画しましたが、実現していません。7 

 ネフスキーは、恩師であるシュテルンベルグ

から、民族・宗教を真に学ぶためにはそこの言

語を学び相手の微妙な心理を理解することが大

切、と教示されたのをよく理解し、自ら実践し

たようです。その方法を「民族学的言語学」的

方法と呼んでいます。8 

 

３、論文成立の背景 

 この論文をめぐって、多くの学者たちの研究

活動も関わっており、また論文も複雑な経緯を

へて成立しています。これらの事情を整理して

みました。 

 

（１）「虹」に関する日本の研究動向 

１７年  虹   東条操 

  ２５年  虹考  宮良當壯 

 ３０年  語音変化に関する研究 

柳田國男 

３３年  虹の語源説に就いて 

宮良當壯 

４８年  虹の語音変化など 

           柳田國男 

 

（２）虹＝蛇説をめぐる行き違い 

 宮良は、「虹考」という論考を２５年『国学院

雑誌』に発表します。東条の文章「虹」の語彙

に啓発されたといいます。 

 東条操が３１年、「虹という言葉が蛇に関係す

るとの説は、ロシア人のネフスキー氏や宮良氏

によって説かれ、最近柳田先生がそれを補われ

て御発表になったことがあります。」と書いた記

事 9を宮良が読み、意外に思ったといいます。 

虹の語源についての蛇説について自分が初めて

だと思っていた宮良は、東条や柳田に照会しま

す。すると、東条からはネフスキーは口頭で行

ったことを知らされます。しかし、柳田からは

「虹考」の論文はネフスキーにヒントを得て書
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いたと云うではないか、という意味のことを言

われ、ショックを覚えます。 

 ところが、東京では柳田らが主宰する南島談

話会が行われたが、常連の宮良はその時たまた

ま出席せず、聞いていなかったようです。後日、

宮良は記事 10で弁明し、柳田らの誤解も解消し

たようです。11 

 ここで、３４年発行の論文集に収録されたネ

フスキ―の論文についての、研究者たちの言説

は、加藤九祚とエフゲーニー・バクシェエフに

見られます。前者は、本論考の「１、論文の要

旨」で取り上げました。後者の発言は、次のと

おりです。12 

  

日本ではネフスキーが≪虹≫（ニジ）の語源は 

≪主≫（ヌシ）であると論証したという誤解が 

ある。実は、彼は≪ニジ≫の語源は≪ｎɷｒɷɜ 

ї・ｎoroɜї≫（ヌルズィ・ノロズィ）(蛇・ 

蚯蚓・鰻の意）であると書いてある。 

 

虹の語源が主であると唱えたという誤解があ

る、という具体的な発言の指摘はありませんが、

ただ柳田と宮良との発言の中での食い違いが指

摘できそうです。まず、柳田の記述の一部です。

13 

 

現在でも尚行われて居る池沼などのヌシとい

う語、即ち水中の霊物として、蛇や鯰や大蛇

の画などを継ぎ合わせて、我々が想像してゐ

た畏ろしきものゝ名が、元は此ニジといふ語

と一つであって、人は其霊物が現れて虹とな

るものと信じて居たらしいということは、夙

に、ニコライ・ネフスキー君がこれを唱へ、

後に宮良當壯君が承継いで敷衍して居る。 

 

これに対し、宮良は次のように反論していま

す。14 

私は虹に関して、「池沼のヌシ(主)」と云う語

に同じであるとか、或いは又、水中の霊物が

現れて虹になると信じてゐたと云うようには

少しも考へてゐなかった。ネフスキー先生の

考へ方と私のそれとは此点に於て全然相違し

てゐると云へよう。 

 

バクシェエフの指摘は、柳田と宮良とのこの 

やりとりがある程度関わっているのではないで

しょうか。  

ネフスキーの３４年の論文では、虹の語源が

蛇などにあることとともに「主」についての言

及もあります。要は当時の日本の研究者たちが、

２２年の講演の内容のみに基づいて言及してお

り、３４年の論文に触れる機会がなかった、と

いうことです。 

さらに、ネフスキーは、３４年の論文をまと

めるにあたっては、２２年から３２年までの柳

田國男、宮良當壯、東条操らの論文や資料も引

用していることが明らかです。15 

 

４、天理図書館の活動 

 天理大学では、創立９０周年を記念して２０

１５（平成２７）年に大がかりの記念行事を催し

ていますが、そのうち１１月２０日から２９日

まで特別展『悲劇の天才言語学者ネフスキー～

自筆資料に見る軌跡～』も開催されました。 

 展示内容は、「月と不死」の露文タイプ草稿や

宮古島方言辞典の草稿ノート、琉球の古語辞書

『混効験集』の写し、アイヌ関係、柳田國男宛

の書簡など。これらの資料は、ネフスキーが２

９年に帰国した際にイソ夫人の実家に残してい

たものです。 

 さらに２７日には、「天理図書館とネフスキー」

三濱靖和、「ロシアにおけるネフスキーの評価の

変遷」エフゲーニー・バクシェエフ、「自筆資料

から見るネフスキーの人的ネットワーク」生田
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美智子の三氏が講演しています。加藤九祚氏ら

も特別ゲストとして出席しています。 

 また、天理図書館報『ビブリア』１４６号(２

０１６年)では、ネフスキーの論文「天の蛇とし

ての虹の観念」の草稿などが、初公開されまし

た。そのあらましは、次の通り。 

 

（１）３４年版決定稿の翻訳 

（２）２２年版の草稿訳 

（３）同翻刻 

 

同図書館の活動によって資料の公表が進んで  

おり、今後さらにその活用が期待されています。 

 

  ５、論文についての一考察 

 ここで、ネフスキーの論文の特徴について、

三点ほど挙げます。一つは虹という言葉は日本

最古の辞典にも記され古いものであること、言

語学者などが京都方言は不変だという先入観が

大きく、長らく解明が進まなかったことなど、

二点目は、柳田やソビエトの言語学者・マルら

の言語理論に基づき、あらゆる言語や民族にお

いて、単純・無垢なものはなく、すべて混交し

ている、虹という言葉も多種多様に変化してき

た、三点目に、虹を「天の蛇」としてとらえる

のは、宮古だけでなく世界の民族に見られ、ア

ジア・アメリカ、オーストラリアなどから広く

その事例を挙げていること、です。 

 ネフスキーは、論文のまとめとして、およそ

次のように述べています。 

現代日本の共通語における虹という言葉の

起源は、いくつかの方言で母音の同化が広が

った結果、［ninɜi］→［nu:ɜi］→［niɜi］と

変化した。そして、あらゆる言葉の集合体は、

「這うもの」（ヘビを意味する）の観念、蠕虫

状のもの（ミミズを意味）の観念、「滑りやす

いもの」の観念、「細長いもの」の観念を受け  

ており、すなわちそれらはヘビの観念を如実

に表す観念である、としています。 

 ネフスキーの虹の語源説は、結論のみでなく

その有機的な背景や理由などを広範に提示して

いるところに、際立った特徴があるといえます。 

 

おわりに 

 ネフスキーの帰国後の研究活動は、これまで

あまり語られたことがなかったようです。 

「民族学的言語学」の方法論を取り入れたネ

フスキーは、言語と民俗・民族とが全く別個の

ものではなかったのですが、あえて３０年代に

はネフスキーは言語学を優先していたようです。

生涯で重要な西夏語に次ぐ、宮古語そして琉球

の言語にも特別な思いをもち続け、出張旅行も

計画していたほどです。 

 今回の論文を契機に、ネフスキーの研究にお

けるこれまでの民俗的な「若水の研究」やアー

グ、方言ノートなどに加え、言語における語源

などに関する領域についての研究も課題として

上ってきたようです。 

 また、ネフスキーが計画していた言語研究の

中身についても、具体的に検討していく時期に

来ていると感じます。 

 

謝辞 今回論文作成に当たり、多大なご協力を

いただきました天理大学・天理図書館と国立民

族学博物館に、心からお礼を申し上げます。 

 

 

 

 

1 別添＜資料紹介＞「天の蛇としての虹の観念」

日本語版（翻訳タイトルは「虹に対する天の蛇の

ごとき概念」であるが、すでに、加藤九祚が訳し

た「天の蛇としての虹の観念」が定着しており、

上記のタイトルに統一した） 
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図版 

 

『オルデンブルク論文集』（1934 年）の表紙（天理大学図書館提供） 

 

 

ネフスキーのロシア語論文「天の蛇としての虹の観念」のⅠ頁目（右）（天理大学図書館提供） 
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＜資料紹介＞ ニコライ・ネフスキー「虹に対する天の蛇のごとき概念」  
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